
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

廻
頁
参
照
）

３
奈
良
様
彫
刻
の
研
究

南
都
造
像
史
研
究
の
一
環
と
し
て
奈
良
様
彫
刻
の
形
成
と

伝
流
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
も
の
で
、
本
年
度
は
主
と
し

て
藤
原
未
鎌
倉
初
頭
の
造
像
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と

も
に
、
中
肱
に
お
け
る
南
都
の
仏
師
、
特
に
康
慶
、
湛
慶
、

康
門
等
に
関
す
る
演
料
蒐
集
を
行
っ
た
．

４
そ
の
他
の
調
査

修
験
関
係
の
造
像
を
め
ぐ
っ
て
大
和
大
峯
山
寺
ほ
か
松
尾

寺
、
桜
木
坊
の
ほ
か
、
鳥
取
三
仏
寺
、
伯
祥
大
川
寺
、
鰐
淵

寺
等
の
諸
像
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

５
上
代
絵
画
の
研
究

ひ
き
つ
製
き
堂
塔
壁
画
の
問
題
を
中
心
に
、
技
法
と
画
師

に
つ
い
て
文
献
資
料
の
整
備
を
す
す
め
、
栄
山
寺
八
角
堂
．

元
興
寺
極
楽
坊
な
ど
に
つ
い
て
綱
査
を
お
こ
な
っ
た
．

６
南
都
仏
教
絵
画
の
研
究

中
世
南
都
絵
仏
師
の
動
向
を
中
心
に
、
南
都
系
仏
画
の
諸

相
を
研
究
す
る
も
の
で
、
四
天
王
寺
、
根
津
美
術
館
な
ど
の

在
銘
作
品
に
つ
い
て
演
料
を
整
伽
し
、
興
稲
寺
以
ド
諸
寺
の

調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

Ｉ
歴
史
研
究
室

１
唐
招
提
寺
経
典
古
文
書
調
査

昭
和
弱
年
度
以
降
の
調
査
の
継
統
で
、
本
年
度
は
主
と
し

て
同
寺
森
本
長
老
が
寄
進
さ
れ
た
経
典
類
を
調
査
し
た
。
幾

つ
か
の
優
品
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
の
一
点
を
選
ん
で
木

文
中
に
掲
げ
た
。
（
本
文
四
頁
参
照
）

２
西
大
寺
経
典
古
文
書
調
査

昭
和
師
年
度
以
降
の
調
査
の
継
続
で
、
本
年
度
は
主
と
し

て
西
室
蔵
の
聖
教
を
調
査
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
若
干
の
中

世
文
諜
も
発
見
さ
れ
た
。

Ⅲ
建
造
物
研
究
室

１
建
造
物
調
査

唐
招
捉
寺
鼓
楼
・
薬
師
寺
東
塔
な
ど
の
一
部
災
測
を
と
も

な
う
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

２
奈
良
市
内
古
民
家
等
建
築
の
調
査

奈
良
市
教
育
委
員
会
の
依
頼
に
よ
り
、
市
内
古
民
家
の
補

足
調
査
、
奈
良
少
年
刑
務
所
（
明
治
建
築
）
等
の
調
査
を
お

こ
な
っ
た
．

３
史
跡
公
園
の
研
究

史
跡
等
の
保
存
お
よ
び
公
閲
化
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
関

し
、
基
礎
面
、
応
用
面
の
両
者
の
寅
料
収
集
と
、
枚
方
市
百

済
寺
公
閥
そ
の
他
に
つ
き
、
実
地
の
公
園
化
計
画
の
指
導
を

お
こ
・
な
っ
た
。

４
平
城
宮
進
物
復
元
設
計

平
城
宮
朱
雀
門
・
内
裏
正
殿
・
内
裏
捌
立
柱
回
廊
等
に
つ

き
、
盗
料
収
集
・
模
型
設
計
お
よ
び
製
作
指
導
に
あ
た
っ

た
。
（
本
文
躯
頁
参
照
）

５
小
堀
遠
州
関
係
遺
跡
の
調
査

昭
和
師
年
度
に
行
っ
た
小
堀
遠
州
関
係
淡
料
の
収
集
に
よ

っ
て
、
遠
州
作
事
関
係
の
指
図
の
大
半
を
閲
読
ま
た
は
複
製

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
昭
和
狐
年
度
は
指
図
に
示
さ

れ
た
地
形
地
物
と
遺
跡
と
を
照
合
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ

の
結
果
、
小
堀
新
助
屋
敷
跡
、
伊
庭
御
茶
屋
跡
等
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
成
果
は
学
報
第
十
八
冊
「
小
堀

遠
州
の
作
事
」
に
収
め
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

Ⅳ
文
部
省
科
学
研
究
饗
に
よ
る
研
究

4５

一
、
調
査
研
究
概
況

Ａ
総
合
研
究

１
平
城
宮
跡
発
掘
調
在

木
年
度
は
第
妬
Ｉ
兜
次
の
６
Ｍ
に
わ
た
っ
て
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。
（
本
文
訓
頁
以
下
参
照
）

２
西
大
寺
調
査

前
年
度
に
ひ
き
統
き
従
来
の
洲
奄
の
成
果
を
韮
礎
に
、
叡

尊
研
究
と
の
関
連
に
お
い
て
、
絵
画
部
門
で
は
絵
仏
師
の
研

究
、
彫
刻
部
門
で
は
西
大
寺
愛
染
明
王
像
を
め
ぐ
っ
て
善
門

の
動
向
を
検
討
、
工
芸
部
門
で
は
叡
尊
舎
利
塔
の
性
格
に
つ

い
て
研
究
を
す
す
め
た
。
な
お
、
西
大
寺
末
寺
帳
に
も
と
づ

い
て
、
尾
道
浄
土
寺
、
周
防
国
分
寺
、
避
前
大
興
善
寺
、
肥

前
東
妙
寺
、
竜
山
寺
、
石
塔
院
、
志
布
志
宝
満
寺
な
ど
地
方

末
寺
を
調
査
し
た
．

巳
各
個
研
究

１
美
術
工
芸
研
究
室

１
美
術
工
芸
作
舶
の
伝
統
的
系
譜
の
研
究

工
芸
作
品
の
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
各
分
野
に
わ
た

っ
て
伝
統
的
系
譜
が
た
ど
れ
る
も
の
は
、
素
材
で
あ
り
、
技

術
で
あ
り
意
匠
で
あ
る
。
前
年
よ
り
引
続
き
意
匠
の
面
に
お

い
て
こ
れ
を
調
査
し
盗
料
を
あ
つ
め
て
い
る
。

２
仏
像
納
入
文
蒋
の
調
査
研
究

本
年
度
は
岡
山
東
寿
院
阿
弥
施
如
来
像
、
広
島
耕
三
寺
蔵

阿
弥
陥
如
来
像
、
東
京
原
家
地
蔵
菩
薩
像
、
奈
良
中
宮
寺
文

殊
菩
薩
像
、
笠
山
竹
林
寺
地
蔵
菩
薩
像
な
ど
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
、
ま
た
収
集
賛
料
の
整
理
と
検
討
を
し
た
。
（
本
文
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奈
良
国
立
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近
世
の
寺
院
建
築
遺
拙
を
奈
良
市
お
よ
び
京
都
市
南
部
を

中
心
に
調
査
し
、
年
代
別
の
残
存
状
況
、
遺
構
の
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
、
資
料
を
集
集
し
た
。
ま
た
東
京
大
学
所
蔵
の
平

内
文
書
な
ど
、
匠
家
関
係
の
資
料
を
複
写
し
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

ｃ
調
査
指
導

大
阪
府
百
済
寺
跡
の
発
掘
調
査
昭
和
如
年
５
１
８
月

府
教
委
主
催
。
寺
跡
の
公
園
化
に
必
要
な
資
料
を
得
る
た

め
、
工
藤
圭
章
、
田
中
琢
ほ
か
所
員
多
数
の
指
導
の
も
と

に
発
掘
を
行
い
、
昭
和
七
年
の
調
査
結
果
を
補
足
し
た
。

兵
庫
県
伊
丹
廃
寺
跡
の
発
掘
調
査
昭
和
如
年
８
月

伊
丹
市
教
委
主
催
．
高
井
悌
三
郎
氏
担
当
。
沢
村
仁
、
牛

川
喜
幸
が
測
鼓
に
つ
い
て
指
導
し
た
．

大
阪
市
難
波
宮
跡
の
発
掘
調
査
昭
和
如
年
９
１
叩
月

難
波
宮
吐
顕
彰
会
主
催
。
大
阪
府
第
二
盤
肢
学
園
建
設
地

の
緊
急
調
査
。
沢
村
仁
等
が
指
導
し
、
天
武
朝
以
前
の
朝

堂
院
遺
跡
と
聖
武
朝
西
節
一
堂
を
発
見
し
た
。

長
野
県
大
村
廃
寺
の
調
査
昭
和
釦
年
⑫
月

県
教
委
主
催
。
新
産
業
都
市
建
設
に
と
も
な
う
分
布
調
査

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
試
掘
を
横
田
義
章
が
指
導
し
、

礎
櫛
の
存
在
を
確
認
し
た
。

鳥
取
県
大
寺
廃
寺
の
発
掘
調
査
昭
和
型
年
２
１
３
月

県
教
委
主
催
。
浅
野
清
氏
担
当
。
道
路
拡
幅
に
と
も
な
う

緊
急
調
査
。
鈴
木
充
蝶
が
指
導
し
、
塔
と
そ
の
南
方
に
当

る
堂
跡
を
検
出
し
た
。

京
都
市
鳥
羽
離
宮
跡
の
発
掘
調
査
昭
和
型
年
２
月

府
教
委
主
催
。
昭
和
銘
年
度
以
来
の
継
続
調
査
で
杉
山
信

三
が
指
導
し
、
今
年
度
は
小
渡
殿
が
出
た
．

兵
庫
県
Ⅲ
能
弥
生
式
遺
跡
の
発
掘
調
査
昭
和
型
年
２
月
以
降

尼
崎
市
主
催
。
村
川
行
弘
氏
担
当
。
横
山
浩
一
、
田
中

二
、
組
織

Ａ
文
化
財
保
護
法
抜
幸
（
榊
輔
潅
計
垂
酔
塞
月
三
十
日
）

琢
、
佐
原
真
ほ
か
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
貝
多
数
が
出

張
し
、
地
元
の
研
究
者
に
よ
っ
て
す
で
に
発
掘
さ
れ
て
い

た
第
四
区
の
住
居
跡
、
埋
葬
の
実
測
と
、
あ
ら
た
に
設
定

し
た
第
五
区
の
分
腰
的
な
発
掘
調
査
を
指
導
援
助
し
た
。

、
研
究
発
表

１
昭
和
如
年
５
月
塑
日
（
於
本
所
）

名
物
裂
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
守
田
公
夫

大
化
薄
葬
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
横
山
浩
一

奈
良
市
街
の
変
遷
に
つ
い
て
工
藤
圭
章

２
昭
和
如
年
ｎ
月
６
日
（
於
平
城
宮
発
掘
調
査
事
務
所
）

平
城
宮
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
横
川
拓
突

平
城
宮
跡
第
塑
・
邪
．
”
次
発
掘
調
査
に
つ
い
て
工
楽
善
通

佐
原
真

３
昭
和
型
年
３
月
１
Ｈ
（
於
平
城
宮
発
掘
調
査
事
務
所
）

平
城
宮
跡
第
躯
次
発
掘
調
査
に
つ
い
て
河
原
純
之

Ｅ
昭
和
川
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究

研
究
課
題

一
種
類
一
鋼
当
雪
一
交
付
金

一
翫
当
筆
一
交
付
金
一

隼
人
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
岩
木
次
郎

記
紀
系
諮
の
再
検
討
か
ら
、
天
孫
降
臨
神
話
の
隼
人
伝
承

と
、
大
伴
・
尾
張
・
猿
女
各
氏
の
関
係
を
考
察
し
、
ま
た

『
延
喜
式
』
に
い
う
五
畿
内
芥
び
に
近
江
・
丹
波
等
の
隼
人

定
着
地
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
、
服
属
異
族
の
被
支
配

的
実
態
を
考
究
し
た
。

古
代
に
お
け
る
瓦
陶
兼
業
窯
跡
の
研
究
髄
山
浩
一

古
代
に
お
け
る
瓦
工
と
陶
工
の
関
係
を
追
求
し
、
あ
わ
せ

て
瓦
と
土
器
の
編
年
の
相
互
検
証
を
行
う
た
め
、
瓦
陶
兼
業

窯
跡
に
つ
い
て
の
資
料
の
収
集
と
、
京
都
市
幡
枝
瓦
陶
兼
業

窯
跡
出
土
品
の
整
理
を
行
っ
た
。

七
・
八
世
紀
の
鉄
器
の
生
産
に
つ
い
て

木
村
豪
章

日
本
程
お
け
る
主
要
な
砂
鉄
産
地
で
あ
る
中
国
山
脈
ぞ
い

の
地
域
に
お
け
る
古
代
製
鉄
遺
跡
の
分
布
調
査
を
お
こ
な
っ

た
。
と
く
に
、
三
次
盆
地
に
お
い
て
遺
跡
周
辺
地
域
で
母
岩

を
採
集
し
、
現
在
分
析
中
で
あ
る
．

銅
鐸
の
研
究
佐
原
真

銅
鐸
の
型
式
学
的
研
究
の
基
礎
淡
料
を
収
集
し
た
。
研
究

成
果
の
一
部
は
『
日
本
の
考
古
学
Ⅲ
』
弥
生
時
代
に
発
表
し

た
。

名
物
裂
の
研
究
守
町
公
夫

名
物
製
の
演
料
蒐
集
の
た
め
、
前
田
育
徳
会
、
東
京
国
立

博
物
館
、
根
津
美
術
館
、
藤
田
美
術
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
名

物
製
の
一
部
を
撮
影
し
た
。
名
物
裂
と
深
い
関
係
を
も
つ
茶

道
関
係
の
文
献
を
筆
写
し
て
淡
料
の
蒐
集
と
調
査
に
あ
た
っ

た
。
近
畿
に
お
け
る
近
世
社
寺
建
築
の
嫌
式
的
研
究

鈴
木
充

研
究
課
題

一
種
類

近
畿
に
お
け

築
の
様
式
的
る
近
世

研
究

社
寺
建

〃

鈴
木
充
錘
］
》
（
）
つ
（
）
一
『
］

名
物
裂
の
研
究

〃

守
田
公
夫
。
④
一
つ
（
）
（
）
一
Ｈ
］

銅
鐸
の
研
究

〃

佐
原
典
茜
・
つ
三
コ

七
・
八
世
紀
の
鉄
器
の
生
産

に
つ
い
て

〃

本
村
褒
章
”
一
ｍ
一
つ
（
）
（
）
一
再
］

古
代
に
お
け
る
瓦
陶
兼
業
窯

跡
の
研
究

横
山
浩
一

画
】
二
つ
三
）
一
望

隼
人
に
関
す
る
韮
礎
的
研
究

名
個
研
究

岩
本
次
郎
○
四
・
（
三
（
）
一
望



年
度

第
二
十
条
委
員
会
の
附
属
機
関
と
し
て
文
化
財
専
門
幕
議

会
、
両
立
博
物
館
、
及
び
国
立
文
化
財
研
究
所
を
置
く
。

第
二
十
三
条
圃
立
文
化
財
研
究
所
は
、
文
化
財
に
関
す
る

調
査
研
究
、
資
料
の
作
成
及
び
そ
の
公
表
を
行
な
う
。

２
国
立
文
化
財
研
究
所
の
瀦
称
及
び
位
瞳
は
左
の
通
り
と

す
る
。

三
、
研
究
成
果
刊
行
物

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
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．．・・・・公傭．．浦清清剛
瀧狩坪狩坪狩鈴夫葱剛三坪坪剛足瀧・・・慈剛
野井野井野木井井．．杉鈴森

河,i,河IiI河§陽鰐禰織蕊
原中原中原．木木公嘉三吉杉

§遮Ⅲ土、末吉庫！｛
藤中浜

土本土§＃亭
蝿剛藤藤．足田

蔵土隆沢沢工・中
村付藤鈴一

雨Wi傭繁り‘ｕＩＩｌｌＩ}１
１１１中二中 中中吉川

グー、〆■、グー、

鵜郎’卜’琢琢琢
、－ノ廼画ノ、ーノ 稔

4７

者

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
奈
良
巾

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
一
東
京
都

名
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

称
一
位
侭

剛稔剛担

狩
野

久

者

３
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
は
支
所
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
。

４
国
立
文
化
財
研
究
所
及
び
そ
の
支
所
の
内
部
組
織
は
、

委
員
会
規
則
で
定
め
る
．

Ｂ
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
組
織
規
程

愈
鯉
艇
謹
縫
撚
評
辱
）

沿
革昭和
二
九
年
六
月
二
九
日
文
化
財
保
捜
委
旦
公
規
則
第
一
号
改
正

昭
和
二
九
年
九
月
一
五
日
〃
筋
二
号
改
正

昭
和
三
六
年
九
月
一
五
円
〃
第
三
号
改
正

昭
和
三
八
年
側
月
一
○
日
〃
第
四
号
改
正

昭
和
三
九
年
三
月
一
二
日
〃
卵
一
号
改
正

昭
和
四
○
年
三
月
三
一
日
〃
邦
二
号
改
正

（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
組
織
）

第
一
条
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
所
掌
聯
務
を
分
掌
さ

せ
る
た
め
、
庶
務
課
、
次
の
三
室
及
び
平
城
宮
跡
発
掘
調

査
部
を
置
く
．

美
術
工
芸
研
究
室

建
造
物
研
究
室

歴
史
研
究
室

２
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
に
、
そ
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ

せ
る
た
め
、
次
の
六
室
を
侭
く
。

第
一
調
査
室
第
二
調
査
室

舗
三
調
査
室
第
四
調
査
室

保
存
整
理
室
史
料
調
査
室

（
庶
務
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
条
庶
務
課
に
お
い
て
は
次
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
別
に
文
化
財
保
謹
委
員
会
か
ら
委
任
を
受
け
た
範
囲

配
一
一

称

年
度

唖
一
一

担担

昭昭昭昭
和和和和
３９３８３０２９

年年年年
度度度度

昭昭
和和
4０３８

年年
度度

昭昭昭
和和和
３７３６３５

年年年
陛度庇

昭
和
制
年
哩

俊仁西南
乗和大無
廃寺寺阿
重史叡弥
源料尊施
史伝仏
料寺記作
災誌集善
成編成集
一複
製

昭
和
調
年
度

名

称

小平平平司湛巧院平川文典中飛奈文修仏
堀城城城し殿匠家城原化福世鳥良化学師

淵，宮寓富’造唆建宮群史寺庭非時史院巡
の宮ボ,聯,硫乙測糾ボ織雛織溌
作術調裏調簡調と園施研・調発化調房の研
班地交地交地証司の仏究伝衣伽史査の復究
域報域報域報金立快飛報調報研原

為織；鮒鮒慶鳥告森街究的板報研

壷燕群灘警告究２１
号

Ｉﾂi；
に 発
関伽
す洲
る壷
研報
究告

小田小田
林中林沢

名

第第第鋪

四三二一

冊冊冊冊

第第第
十一'一・十
八七六
冊冊冊

第第第第第館第第第第第第第第第

苦iIi竺土十九八七六五四三二一
冊冊冊１１｝冊Ⅲ冊冊冊冊lll｝冊冊冊冊

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料



同
（
同
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

同文研同同
部一生
究
員
（
非
常
勤
）

庶
務
課

技
官

所
属
一
氏
名
一
官

職
一
担
当

松高鈴米大久渡中西岡森木丹加井岩八坂国西国新小
木木木山西保辺西ｍＩＩ１１Ｘｌ寅阪藤上本幡口井村井Ｉ｣Ｉ林
二ゆ朝
三紘康う次正衆建雌博光忠信建政次扶義和懸和忠
子子子子郎美芳夫三光治雄次夫和郎桑尚朗治朗弘剛

四
、
職
員
（
昭
和
虹
年
ｎ
月
現
在
）

室
長

文
部
技
官
所
長

文
部
事
務
官
課
長

司

課
炎
補
佐

同
専
門
員

同
庶
務
係
長
（
併
）

同
会
計
係
長

文
部
技
官
（
併
）

文
部
那
務
官

同同司

警
務
負
長

警
務
員

同同技
能
貝

司技
術
補
佐
典
（
非
常
勤
）

本
務
補
佐
負
（
非
常
勤
）

同
（
同
）

同
（
同
）

同
（
同
）

同
（
同
）

同
（
同
）

グー、

併
Ｌノ

職
担
当

（
併
）

同同会写同自警同同平会庶図写会庶平
動 城番城
車警盗事

計真運備備計務料典計務務
ｉ瞳

庶図庶
書
涜
務料務

〆~、

併
Lーノ

同

美
術
工
Ｉ

芸
研
究
守
剛
公
夫
文
部
技
官
室
長

室

平
田
寛
同

庶
務
課
一
松
尾
妙
子

癖
鑑
鋤
森
蕊
文
部
技
官
篭
長

工
藤
圭
章
同
（
併
）

砿
究
誕
一
田
中
稔
一
同

平
城
宮

跡
発
掘

調
森
部

所
属
一
氏
名
官

城
本
き
よ
の
荷
べ
謡
叫
）

植
粟
千
恵
子

梶
幸
治
郎

上
滝
洋
子

宮
沢
将
士
一
同

牛
川
喜
幸
一
同

沢
村
仁
一
同

石
沢
正
男
－
研
究
員
（
非
常
勤
）

長
谷
川
誠
同

森杉新八
山田按

本
村
蕊
章
一
同

狩
野
久
一
同

河
原

岡
田
茂
弘
一
同

田
中
琢
一
同

信茂純
謹三円晋之

長

技
術
補
佐
貝
（
非
常
勤
）

同
（
同
）

聯
務
補
佐
典
（
非
常
勤
）

に
お
け
る
職
員
の
人
事
に
関
す
る
こ
と
．

二
公
文
書
の
接
受
及
び
公
印
の
管
守
そ
の
他
庶
務
に
関

す
る
こ
と
。

三
経
費
及
び
収
入
の
予
算
、
決
算
そ
の
他
会
計
に
関
す

る
こ
と
。

四
行
政
財
産
及
び
物
品
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

五
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

六
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
所
掌
に
属
し

な
い
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

（
美
術
工
芸
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
三
条
美
術
工
芸
研
究
室
に
お
い
て
は
、
絵
画
彫
刻
、
工

芸
品
、
書
跡
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
及
び
工

芸
技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及

び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
建
造
物
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
四
条
建
造
物
研
究
室
に
お
い
て
は
、
建
造
物
に
関
す
る

調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関
す
る

事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
歴
史
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
五
条
歴
史
研
究
室
に
お
い
て
は
、
考
古
及
び
史
跡
に
関

す
る
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関

す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
六
室
の
所
掌
事
務
）

第
六
条
第
一
調
査
室
、
第
二
調
査
室
、
第
三
調
査
室
及
び

第
四
調
査
室
に
お
い
て
は
、
所
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
分
担
し
て
、
平
城
宮
跡
の
発
掘
及
び
調
査
研
究
並
び
に

そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

２
保
存
整
理
室
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
の
遺
構
及
び
遺

物
の
保
存
整
理
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及

及
び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３
史
料
調
査
室
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
に
関
す
る
史
料

の
収
集
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活

用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
所
長
）

第
七
条
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
所
長
を
置
く
。

２
所
長
は
、
所
務
を
総
理
す
る
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
か
ら
施
行
す
る
。

資
料
整
理

仏
教
史

4IEI

歴
史

考

古

”

同

グー、

併
Ｌ－ノ

彫
測

グー、

併
しノ

部
〆ー、

併
Ｌゴ

〆戸、

()ド
ヒゾ

グー、

併
、ーノ

／ー、

併
Ｌノ

グー、

併
Ｌ－ノ

遺
跡
庭
園

建
築

同同 美
術
・
工
芸

絵
画

１ 平
城
或
務

平
城
保
安

建
築
建
築

考
古
歴
史

遺
跡
庭
園

同 辿
跡
庭
園

工
芸



面 罰

担
当

|面

１
１

工
芸

癖
査
麺

癖
査
室

同

癖
豊

癖
査
塞
所
属
一
氏
名
官

罰

杉
山
信
三

伊
東
太
作

藤
原
武
二

玉
井
力

松
下
正
司

佐
原
真

河
原
純
芝

沢
村
仁

村
上
認
一

横
田
義
章

本
村
．
潔
章

石
井
則
孝

三
輪
嘉
六

牛
川
喜
幸

阿
部
論
平

商
島
忠
平

小
笠
原
好
彦

猪
熊
兼
勝

藤
井
功

横
山
浩
一

守
田
公
夫

工
藤
圭
章

宮
沢
智
圭

岡
田
茂
弘

名
一
官
職
一
担
当

一
考
古

晋
文
部
技
官

藩
通
同

一
雨

郁
夫
同
正
側

同

啓
三
同

建
築

和
彦
同

考
古

清
足
赤
室
長
一
雨

一
癖
一
剛

一
同

興
治
一
同

同

灘
一
雨
写
真
同

幹
雄
一
同

同

稔
一
同
室
長
（
併
）
歴
史

拓
野
蒜
碗

清
明
一
同

同

俊
照
一
同

同

艇
一
同

同

静
子
一
技
術
補
佐
員
（
非
常
勤
）
平
城
資
料

圃 訂 園 Iil劃 同 １ 同 1面 肩

〆面、

併
ミーノ

考
古

国考
古

同 繭 同 同 面 同 文
部

同 園 胴

技
官

面

窒
喪
（
併
）

職
室
長

室
長

室
長

建
築

謹 鍾蔦
捌瀧繍剛佃洲糾”繊豊森溌氏

建
築

厩 建
築

遺
跡
庭
園

同 同 園建
築

考
古

種 同 考
古

詞 面同遺
跡
庭
園

侭


